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　毎週金曜日（月4回）
　月600円
　お近くの農業委員
　または農業委員会事務局
（22）7534

全国農業新聞の購読をあなたも全国農業新聞の購読をあなたも
　
今
ま
さ
に
農
業
委
員
会
だ
よ
り

の
編
集
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

同
時
並
行
で
農
業
委
員
会
事
務
局

の
一
時
移
転
準
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
農
業
委
員
会
事
務
局
が
入
っ
て

い
る
市
東
分
庁
舎
は
、
今
年
７
月

か
ら
来
年
３
月
ま
で
耐
震
化
工
事

を
行
う
予
定
で
す
。
４
階
以
下
の

選
挙
管
理
委
員
会
や
教
育
委
員
会

は
工
事
期
間
中
も
そ
の
ま
ま
業
務

を
行
え
ま
す
が
、
農
業
委
員
会
が

入
っ
て
い
る
５
階
に
つ
い
て
は
、

工
法
の
関
係
上
一
時
的
に
移
転
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
で
す
。

　
移
転
準
備
に
伴
い
執
務
室
の
整

理
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
農
業
委
員

会
だ
よ
り
の
過
去
の
資
料
な
ど
に

触
れ
る
機
会
が
あ
り
、
先
人
た
ち

の
足
跡
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
、

農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
作
業
の

追
い
込
み
を
か
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
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　いわき市の南部に位置する山

田町の下山田地区には、伝統を

受け継ぐ山田奴保存会がありま

す。

　地元の諏訪・月山両神社の大

祭が、多数の地区住民の参加に

より４月６日に盛大に執り行わ

れました。

　七年に一度行われている例大

祭は震災後初めて行われ、家内

安全、五穀豊穣、地区の繁栄等

を願うとともに、山田地区内に

は双葉地区の仮設住宅もありま

すことから、一日も早い復興を

願い、御神輿が町内を歩き、山

田奴おどり、こども薙刀や山田

長持唄が奉納されました。

　（執筆・撮影　荒川光弘　委員）
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い
ち
ご
は
江
戸

時
代
末
期
に
オ
ラ

ン
ダ
か
ら
伝
来
し
、

明
治
以
降
改
良
さ

れ
て
栽
培
が
盛
ん

に
な
り
、
い
わ
き
市
で
は
昭
和
20

年
代
後
半
に
は
す
で
に
露
地
栽
培

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和
40
年
代
か
ら
水
稲
の
転
作
作

物
と
し
て
栽
培
が
本
格
化
し
、
﹁
い

わ
き
い
ち
ご
﹂
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド

化
を
進
め
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま

す
。

　
近
年
の
主
な
栽
培
品
種
は
﹁
と

ち
お
と
め
﹂
で
す
が
、
福
島
県
オ

リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
﹁
ふ
く
は
る
香
﹂

も
作
付
面
積
を
拡
大
し
て
お
り
、

大
型
ハ
ウ
ス
や
高
設
養
液
栽
培
が

導
入
さ
れ
る
な
ど
、
平
夏
井
地
区

を
中
心
に
産
地
形
成
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災

の
際
に
は
14
戸
1
2
0
ア
ー
ル
が

冠
水
す
る
な
ど
、
大
き
な
津
波
被

害
を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
生
産
技
術
力
及
び
人
材
育
成
力

の
向
上
を
図
る
復
興
事
業
と
し
て
、

﹁
い
わ
き
市
い
ち
ご
産
地
復
興
協

議
会
﹂
が
中
心
と
な
り
、
総
面
積

60
ア
ー
ル
の
土
地
に
、
土
耕
栽
培

用
４
棟
、
高
設
栽
培
用
４
棟
、
育

苗
用
６
棟
の
合
計
14
棟
を
建
設
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
多
様
な
施
設
は
、
今

後
の
夏
井
地
区
の
産
地
形
成
に
適

す
る
栽
培
方
法
を
検
証
す
る
こ
と

も
目
的
と
し
て
お
り
、
い
ち
ご
産

地
再
生
の
呼
び
水
と
な
る
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
産
地
の
維
持
形
成

に
必
要
不
可
欠
な
担
い
手
の
育

成
・
確
保
に
対
応
す
る
た
め
、
い

ち
ご
の
新
規
作
付
者
の
研
修
施
設

と
し
て
の
機
能
も
備
え
て
い
ま
す
。

　
い
ち
ご
は
一
般
的
に
親
苗
か
ら

定
植
苗
を
増
や
し
て
栽
培
し
ま
す

が
、
こ
の
作
業
は
新
規
作
付
者
に

と
っ
て
技
術
的
に
最
も
困
難
な
作

業
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
﹁
い
わ
き
市
い
ち
ご
産

地
復
興
協
議
会
﹂
で
は
、
新
規
作

付
者
が
定
着
し
や
す
い
体
制
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
当
該
施
設
を

利
用
し
た
定
植
苗
の
大
量
生
産
・

大
量
供
給
を
計
画
し
て
お
り
、
平

成
26
年
度
は
約
一
万
四
千
本
の
定

植
苗
を
供
給
す
る
準
備
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

　
復
興
に
向
け
た
夏
井
地
区
の
い

ち
ご
産
地
維
持
・
拡
大
に
つ
い
て

は
今
ま
さ
に
正
念
場
を
迎
え
て
い

ま
す
。
今
回
ご
紹
介
し
た
施
設
を

拠
点
に
、
夏
井
地
区
の
い
ち
ご
産

地
の
再
生
と
さ
ら
な
る
発
展
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
　

︵
執
筆
・
撮
影
　
渡
邉
和
夫
　
委
員
︶
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